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1  は  じ め に

「美味しいもの」に対する消費者志向が高まる中、
「地

鶏」肉の定義を明確化し、その市場流通の整理を行うた

め、平成 11年に地鶏肉についての日本農林規格 (特定

JAS規格)が制定された。本県においては、平成 2年度

に県が「出羽路どり」を作出し振興を図つてきたところ

であるが、特定 JAS規格の地鶏の定義に適合しないこと、

羽装が地鶏のイメージに合わないこと等の課題があり、

生産者から新たな「地鶏」の作出が求められてきた。

そこで、食味が良く特定 JAS規格にも適合する「地鶏J

を作出し、本県特産地鶏としての商品性を確立しながら

県産農畜産物の評価向上と消費拡大の推進に資するた

め、交配する品種の組み合わせを決定するとともにその

特性を明らかにしたので報告する。

2試 験 方 法

(1)品種交配組合せ試験

赤笹系シャモの雄と名古屋種の雌の交雑鶏を父系と

して利用することを基本に、組み合わせる母系を 2002

年度は自色プリマスロック種 (劣性自,WPR)、 2003年度

は横斑プリマスロック種 (BPR)と した。各組み合わせ

の供試羽数、飼育密度は 135羽 (雄 67,雌 68)、 25羽/

ゴ、150羽 (雄 75,雌 75)、 27羽/ボである。飼育形態

は、開放平飼い方式とした。

試験は 4週齢から開始し、概ね雄体重 3,000g、 雌体重

2,000g到達時を試験終了として、品種交配組み合わせに

おける産肉性及び肉質等の比較を行つた。

飼料は、餌付けから3週齢まで市販の肥育前期用飼料

(CP22%,ME3100kca1/kg)、 3週齢以降試験終了まで肥育

仕 [用飼料 (CP17%,ME2980kca1/kg)を 不断給餌した。

(2)農家実証飼育

鶏飼育経験の無い者を含む県内 4(A～D)農場におい

て、横斑プリマスロック種を母系とした試験鶏を開放平

飼い方式で飼育した。飼料は、A～ C農場については畜産

研究部と同一飼料、D農場は独自購入飼料を不断給餌し

た。飼育開始は 32～ 33日 齢とし、概ね雄体重 3,000g、

雌体重 2,000g到 達時を試験終了とした。

3 試験結果及び考察

(1)産肉成績の比較

発育性においては、日標とする体重への到達が母系

PRで 14週齢、母系 BPRで 19週齢であり、母系品種の

増体能力の差が直接的に反映されたものと考えられる。

また、発育の差により、飼料要求率及び飼料費も母系WPR

の方が優れていた。一方、育成率は母系 BPRが優れてい

た (表 1)。 ほぼ同一の体重でと殺、解体した成績におい

ては、正肉歩留りで母系BPRが有意に優れていた(表 2)。

(2)肉質関係成績の比較

モモ部位の皮下脂肪の脂肪酸組成においては、パルミ

トレイン酸、ステアリン酸、オレイン酸、リノール酸で

母系組み合わせに差があることが示されたが、と殺日齢

の影響によるものと考えられる (表 3)。

筋肉中遊離アミノ酸組成について呈味によリグルー

プ分けし、母系組み合わせ間及び市販プロイラー肉との

比較を行つたところ、ムネ肉の甘味系アミノ酸において、

母系BPRと プロイラーがほぼ同等で母系 WPRよ り有意に

多かつた。また、旨味系アミノ酸において、ムネ肉では

母系 WPRと母系 BPRがほぼ同等でプロイラーより有意に

多く、モモ肉では母系 WPRが有意に多かつた (表 4)。

肉色においては、モモ肉で、母系 WPRと母系 BPRがプ

ロイラーより有意にL値 (明度)が低くa値 (赤色度)

が高く、いずれも赤味を帯びた肉色であることが示され

た。ムネ肉では差は認められなかった (表 5)。 これらの

結果は、シヤモ交雑肉用鶏である「南部かしわ」とプロ

イラーを比較した大田原らの報告
Dと一致した。

(3)品種交配組合せの決定

産肉性及び肉質について比較した結果、発育性、飼料

利用性 (飼料要求率)、 呈味成分 (旨味系遊離アミノ酸

組成)においては母系 WPR、 強健性 (育成率)、 母系品種

に求められる産卵能力と生存率においては母系 BPRが優
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れていた。このため、実用性、普及性の観点から調査結

果を総合的に検討した結果、母系としてBPRを選定した。

(4)農家実証飼育成績

発育性においては各農場で大差ない成績であつた。育

成率において D農場がやや低かったが、試験開始 1週間

後頃にネコの侵入による事故が発生したためであった。

飼料要求率で鶏の飼育経験の無いA及び C農場の成績が

やや劣ったが、飼料のこぼしや仕上げ期の発育停滞によ

る飼育期間の長期化の影響と考えられる (表 6)。

全体としては比較的安定した成績を示しており、性質

が温順で飼いやすい鶏でもあることから、鶏飼育経験の

無い者の新規参入も十分可能であること、また、その場

合、飼育施設として水稲育苗ハウス等既存の農業用ビニ

ールハウスでも対応可能であることが確認できた。

4 ま と め

新しい肉用鶏作出のための品種の交配組み合わせは、

父系に赤笹系シャモの雄と名古屋種の雌の交雑鶏、母系

表 1 飼育成績

`"体
重   育成 率  飼 料 贅    " 料  賣
(g)    く%)  求 率   (H/羽 )(円 /正 内iOC g)

に横斑プリマスロック種とすることに決定した。これら

3品種は特定 JAS規格で定義されている「在来種Jに該

当するため、新肉用鶏は在来種由来血液百分率が 100%

となり、特定 JAS規格に適合した「地鶏」生産が可能で

ある。

今後、新肉用鶏の生産拡大と併せて県産鶏肉の地産地

消を推進していくため、新肉用鶏の特性である①羽装が

黒や茶色を基調とした有色羽装で地鶏のイメージに合

う ②肉は赤味を帯び適度な歯ごたえがある ③筋肉
中の旨味系遊離アミノ酸 (特にグルタミン酸)の組成割

合が比較的多い ということを活かした販売戦略を検
討する必要がある。
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表 6 実証飼育成績
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